
2013年度の漢字中級前期クラスの授業報告

一漢字詰嚢の自律学習を促すためのクラス運営-

要 ヒユ
日

鄭聖美 中尾菜穂

本稿は、筆者らが担当した2013年度の「漢字中級前期クラス (K500)Jについての

報告である。 K500は、初級から中級への移行段搭にあたり、従来から学習者にとっ

ては課題の多いレベルである。それに加え、 2013年度は 2学期総への移行に伴い、漢

字中級クラスについては受講者の日本語レベルがやや低下することが予惣された。よっ

て、クラスの目標を①初級から中級への移行、②漢字中級語棄の自律学習、③自律学

習のために自分の弱点を知り、克服の方法を工夫する、に設定し、それに従ってクラ

ス活動を実施した。特に、「学習漢字シート」と「振り返り J、「読み練習」を新しく

取り入れた。その結果、春学期には問題点もあってアンケート結果は良くなかったが、

秋学期のアンケート結果からは一定の成果がみられた。
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A Report on the 2013 Lower-Intermediate 

Kanji Class: encouraging learner -centered study 

for Kanji vocabulary 
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(Abstract] This is a repo抗 onlower-intermediate Kanji Class (K500) in 2013. As 

a transition class from the beginning to the intermediate， K500 has been challenged 

by many problems for the learners. In addition， with the shift to the semester 

system in 20l3， it was expected that many students with lower Japanese ability may 

take K500. Therefore， the goals of this course were set as follows : 1) to transition 

successfully from the beginning to the intermediate， 2) to gain learner-centered study 

skills for intermediate Kanji vocabulary， 3) to become conscious of self-weaknesses 

in Kanji-learning and to devise ways for overcoming them. Accor・dingto these goals， 

several class activities were newly adopted. The questionnaire results of the spring 

semester showed that some problems still remained， but a certain level of improve-

ment was observed from the results from the fall semester. 

[Keywords) lower-intermediate learner， Kanji vocabularγ，IKB， 

learner-centered study 
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1 .はじめに

1.1 漢字中級クラスの諜題

日本語学習における初級から中級への移行の難しさの要因の一つに、学習語棄の増加が

あげられる。初級では、表現や理解に欠くことのできない1，000"-'し500程度の基礎語を集

中して学ぶが、これはどの学習者にも共通のものといえる。しかし、中級では、初級の基

礎語を核として、それぞれの学習者の生活や学習の目的に見合った分野の語棄を学んでい

く必要があり、この中級移行過程における語嚢教育については、初級と違った呂標と能力

が要求される(森田 1986)。

初級語震は話し言葉中心であり和語の比率が高いが、中級は書き言葉への移行とともに

漢語が増加するため、漢語の語構成を知り、自力で理解できる力を養成することが求めら

れてくる。つまり、中級の語葉学習は漢字学習とも密接な関わりをもっ。漢字学習の側か

らみれば、初級段階ではまず一字一字の書き方に慣れ、それぞれの読み方や意味を覚える

-字完結の学習ですんでいたものが、中級段階ではひとつの漢字の中に含まれる意味や音

の部分からその漢字の音や意味を推測するだけではなく、ほかの漢字との組み合わせで表

す意味をも推滅するような学習へと移行しなければならない。!日日本語能力試験の 3級と

2級とのあいだの語嚢の出題範囲に大きな差があるのも、このような「中級の壁」による

ものであろう。

この「中級の壁」の存在は、筑波大学留学生センターの授業評価アンケートの結果にも

みられる。 2012年度の授業評価アンケートでは、漢字クラス全体では授業内容についての

理解度は比較的高いものの、漢字中級学習に入る!日K600(2013年度のK500にあたる。表 1

を参照)では若干の理解不足の回答がみられている。また、教科書・教材についての評価

でも、初級から徐々に上がってきた評備が、中級教材に入る IBK600で若干下がり、その

後慣れてくるにしたがって再び肯定的評価が増加する傾向がみられる。加納 (2013)は、

これについて、「中級語棄の増加をめざしてそれまでの漢字学習とは違う学習方法が求め

られる段階における学習者の戸惑いである」と分析し、このような時期をうまく乗り越え

られるための方策が求められると述べている。

1. 2 2学期制移行に伴う新たな課題

筑波大学は2013年度から、従来の 3学期制から 2学販制へと移行した。これに伴い、留

学生センターの日本語科目においても、さまざまな改編が実施された。主な変更点は、 1 

学期あたり 10週から 15週のフ。ログラムに改編されたことと、海外の協定校から来日する短

期留学生のための総合日本語科目(単位有)が設けられ、本学の正規生や研究生を対象と

する補講としての日本語科目(単位なし)と見せになったこととのこつである。

2学期制導入にあたって、日本語科目のレベル編成も変更された。補講日本語クラスは
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全 9 レベル(J100~J900) から全 8 レベル(J100~J800)ヘ、補講漢字クラスは従来通りの

全 8 レベルであるが、 K200~K900 という設定から、 K100~K800へと変更された(表 1 )。

表 1 補講漢字クラスのレベル編成

2012年度までの漢字クラス(I日) 授業内容 2013年度からの漢字クラス(新)

K200 (ノ¥門) BKB.Vol.l L1-LI0 K100 (入門)

K300 (初級前期) BKB.Vol.l Lll-L22 K200 (初級前期)

K400 (初級中期) BKB K300 (初級中期)

K500 (初級後期) BKB.Vo1.2 L36-L45 K400 (初級後期)

K600 (中級前期) IKB K500 (中級前期)

K700 (中級中期) IKB K600 (中級後期)

K800 (中級後期) IKB K700 (上級前期)

K900 U二級) IKB.Vo1.2 L4以降 K800 (上級後期)

2012年度までの補講漢字クラスにはK100がなかった。補講日本語の入門レベルであるJ100

では、ひらがな、カタカナの学習が中心となるため、漢字を学習する余裕はないと考えら

れたからである しかし、 2013年度から短期留学生用に入門レベルが漢字100として設定

されたのに揃えて、補講でもK100が設定され、 2012年度の!日K200にあたるクラスが2013

年度はK100となるように、テキストの該当課を扱う漢字クラスの名称が lレベルずつ下が

ることになった。

日本語レベルと漢字レベルは必ずしも一致しないため、漢字クラスについては、日本語

クラスとは別のプレイスメントテスト(漢字SPOTおよび漢字読み書きテストなど)を実

施している。|自K600の受講者は中級語集の学習がすでに始まっている!日J600の学習者が中

心だったのに対し、来ffK500の受講者は中級語棄の学習をこれから開始しようとする寿司500

の学習者が中心となることが予想された。

また、 2012年度までは、日本語学習に集中する時間が比較的確保しやすい短期留学生が

クラスのペースメーカーとなり、授業活動をリードする傾向がみられたが、 2013年度から

はこの短期留学生が補講コースを離れて別コースとなることにより、クラス全体の傾向に

何らかの影響が及ぶことも予想された。

以上のように、 2013年度漢字中級前期クラスでは、従来の漢字中級学習の課題に加え、

学習者の日本語レベルの低下という課題が予想された。従って、 75分授業10回から 15回へ

というコース時間の増加も考慮し、従来の方法の踏襲にとどまらず、学習者の満足度を上

げるようなクラス運営や授業方法の工夫が求められた。

本稿では、 2学期制移行後初年度にあたる2013年度のK500における筆者らの手探りの工
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夫と、クラスの様子について報告する。

2.漢字中級前期クラスの学習方針

漢字中級前期クラスのテキスト及び、これまでの学習方針について述べる。

2. 1 教科書 (IKBVol.l)の学習方針

表 lにあるように、 K500(IE3K600)では WlntermediateKanji Book vo1.1] (以下IKB)を

メインテキストとし、 l課から 5課までを使って学習する。加納 (1994)によると、 IKBの

白標は以下の 3つである。

①中級の漢字詰棄のボキャブラリー・ビルディング

コ 漢字を手がかりに中級レベルの読解で使用頻度の高い語藁'を拡充し、正しい用法を

学ぶ。

②初級を終えた学習者の困難点の克服

二今 漢字の特徴を知ることにより漢字留学習者には正確な読みのカとj司法の知識をつけ、

非漢字圏学習者には書きに対する苦手意識の克服と語学力の増強を図る。

③学習者の自律的漢字学習の支援

二今 さまざまな記憶法、整理法、練習法の中から学習者が自分に最適なものを選び、白

律学習の継続を可能にする。

このため、 IKBは、各課のいわゆる新出漢字を一字一字説明する形式のテキストではな

い。各課のテーマに沿って、漢字や漢字語集の正確な運用力を高めていくための知識の整

理、 j司法のまとめなどが「要点」として提示されている。また、「基本練習Jr応用練習J

は、新出漢字・漢字詰嚢の練習だけではなく、さまざまな練習方法のバリエーションを示

し、学留者が自分に合った練習方法を試す場とされている。目標の③にあるように、講義

形式の授業のためのテキストではなく、自律学習を支援するためのテキストである。

2. 2 教科書 (IKBVol.l)の構成

IKB Vo1.1は、各課が「復習/基本練習/要点(学習漢字)/応用練習/課題Jの各セク

ションに分かれている。力IJ納他 (1993)による冒頭の「使い方J(pp. vii -viii)をもとに、各

セクションの内容を概略する。

(1 ) 復習:W基本漢字500] で勉強した漢字だけを使った、その課の学習項目となってい

る知識を活性化させる練習問題である。すぐ後ろのページに答えがある。

(2) 基本練習:その課で学習する漢字を使った、読み練習や選択練習が中心になってい

る練習問題である。巻末に答えがついている。
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(3) 要点:その課の学習項目となっている知識をまとめたものである。新しい漢字・語

棄を覚Pえるのに役に立つ知識や、覚えた漢字・詩集を整理して思い出しやすくするのに有

効な知識がまとめられている。

(4) 学習漢字:その諜の学習漢字は要点の最後にリストされてある。学習漢字の部首・

筆111買・函数・英語による意味・語集などは巻末の「字形索引」に記載されている。要点に

は各学習漢字が「字形索引j のどのページにあるかのみが記されており、学習漢字の自習

を促している。

(5) 応用練習:その課の要点と学習漢字を使った、書き練習や用法の練習が中心になっ

ている練習問題である。いろいろな形式の問題を通し、応用力がついたかどうかが確認で

きる。巻末に答えがついている。

(6) 課題:学習漢字以外に、興味のある分野や専門分野の読み物から見つけた漢字につ

いて、自発的・発展的な学習を促す。解答はついていない。

2. 3 漢字中級前期クラスの授業方針

杉浦 (2010)は、!日K600の授業方針として、 2012年度までの 3学期制において、 l学期

あたり 10週間、週に一度の75分のクラスでIKBの 5課分をすすめるためには、学習者の授

業外個人学習が不可欠であるとしている。

授業では一つ一つの漢字の導入は行わず、語棄としての学習に重点をおしこのため、

新出の個々の漢字の読み書きは学習者が予習し、覚えてくることが前提である。また、練

習問題も予習が前提であり、授業では、これらの授業外個人学習で得た知識を確かめたり、

応用したりする活動を行う。杉浦 (2010)は、 i日K600の指導において、教室ではクラスメ

イトとの協働を中心とした活動を行うこと、その際には漢字愚と非漢字菌学習者のぺアワー

クによって、互いの問題点を補うことができると述べている。

3. 2013年度のK500クラスの概要

3. 1 クラスの自標と運営方針

前章に述べたIKB、及びこれまでの授業方針と、先に述べた2013年度に予想された課題

を考慮し、クラスの目標と運営方針を以下のように設定した。

(1) クラスの目標は、漢字中級レベルの課題である「初級から中級への移行」を達成し、

「自律的な漢字詰美学習j が開始できることとする。自律学習のための土台として、「自分

の漢字力の弱点を知り、それを克服する方法を工夫するj ことも含む。

(2) 学習者の日本語レベルがこれまでと比べて多少下がることが予想されるが、漢字ク

ラスとしてのレベルは落とさない。ただし、初級から中級への移行に慣れる詩期として、

l課の速度を緩める。
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(3) 5コマ増えた分は、学習者の実際の様子に合わせて練習や活動を増やす。とくに、

初級から中級への移行を促す活動(力の弱い学習者の多いケース)と、今後の自律的な語

奨学習につながる活動を取り入れる。

3. 2 受講者

2013年度の新K500クラスの受講者について表 2にまとめる。本稿での受講者とは、登録

者ではなく、実際にクラスに出席した学習者を指すこととし、聴講生は除く。補講漢字ク

ラスは、学習者の多様なスケジュールに対応するため、向じレベルで同じ内容を扱う 2つ

のクラスが別の曜日に開講されている (K500-1およびK500-2)が、本稿では 2クラスをま

とめてK500クラスとして扱う。

春学英Ijには、クラス全体の日本語力と漢字カが予想した通り例年より低く感じられた。

学期開始時に行う漢字力診断テストにて80%以下の学習者は計14名中 6名であった。日本

レベルはJ500以上が 9名、 J400以下が 5名で、 J500以上には非漢字国学習者が多く、 J400

以下には漢字留学習者が多かった。出席不良者はJ500の非漢字留学習者が l名と、 J400以

下の学習者から出た。

秋学期には、クラス全体の日本語力と漢字力が春学期よりは多少上がったように感じら

れた。漢字力診断テストにて80%以下の学習者は計22名中 5名だった。日本語レベルはJ500

以上が15名、 J400以下が 7名だった。春学期と同様に、 J500以上には非漢字圏学習者が多

く、 J400以下には漢字圏学習者が多かった。出席不良者はJ400以下と、 J500の非漢字留学

習者から出た。

表 2 2013年度K500受講者 (2クラスの合計)

受講者 漢字留学習者 (うち韓国ム学習者〉 非漢字額学習者

計14名 6名 ( 1名) 8名

J600以」こ:2名 JJ600以上:1名 J600以上:1名 J600以上:1名

春学期
J500 : 7名 J500 : 1名 J500 : 0名 J500 : 6名

]400以下:5名 J400以下:4名 J400以下:。名 ]400以下:1名

*出席不良:5名 *出席不良:3名 *出席不良:なし *出席不良:2名

(J400以下) (J500、J400以下)

計22名 12名 (4名) 10名

J600以上:7名 J600以上:3名 J600以仁:3名 J600以上:4名

秋学期j
J500 : 8名 J500 : 3名 J500 : 0名 J500 : 5名

J400以下:7名 J400以下:6名 J400以下:1名 J400以下:1名

*Ifl席不良:6名 *出席不良:3名 *出席不良:なし *出席不良:3名

(J400以下) (J500、]400以下)
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以上から、漢字圏学習者の場合はJ500以上、非漢字留学習者の場合はJ600以上であれば、

無理なく K500を受講できたと考えられる。非漢字留学習者の場合は、 J500レベルであって

もK500の授業に最後までついてこられない可能性があることが示された。漢字圏学習者

であってもJ400以下であれば同様であった。

4. 2013年度春学期のK500クラスの報告

4. 1 春学期の授業内容

2013年度のK500では、 IKBVo1.1をベースに常に「初級からの中級への移行」と「自律

的な漢字中級語棄の学習Jを促すことを意識した活動を行った。 IElK600は 1学期10;@lのた

め、 1諜につき1.5過しか充てられなかったが、 2013年度以降のK500では l諜につき平均

2.5週となる。図 1にIKBVo1.1を用いた2013年度K500の授業の流れを示す。

邑吟削咋(h学習漢貯阿字+l弓E目E斗函ο』
/ (附振恥り返叫り外中)凶読み練習)同や (同宿硝題フイι一ぺiドドご川、バツリク)同む r~-1ク川イズズパ、，1 く子y

図 1 2013年度K500の授業の流れ

上記の流れで、活動は、大きく「導入セクションム「練習セクション」、「まとめセクショ

ンj に分けることができる。具体的な内容をまとめる。

( 1) 導入セクション

初級からの中級への橋渡しとして、導入セクション(復習・学習漢字・要点)を授業内

でしっかり扱った。ただし、教師からの講義形式ではなく、自主的な予習の確認として取

り入れた。

①復習

漢字盟十非漢字圏のペアで答え合わせをしながら話し合い、既習知識の活性化を促した。

その後、必要に応じて教師がフィードバックを行った。

②学習漢字

先任者から引き継いだ「学習漢字の諜別まとめ(部首ごとの索引になっている学習漢字

リストを課ごとに並べ替えたもの)Jを配布し、各諜の学習漢字の予習を課した。!日K600

では時間的制約により、学習漢字は100%自習に任せていたが、先に述べたようにK500で

は例年よりクラス全体の日本語力と漢字力が低く、特に春学期には「待合室Jと「待つj

の「待」という字が同じであることにも気が付かないほど、字形の認識を苦手とする非漢
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字留学習者が数人いた。このため、学期開始前の予定を変更し、クラスの中で学習漢字の

自習の手助けになる活動を取り入れることとした。

{資料 1] r学習漢字シート」の内容

第 課非漢字留学習者のための「学習漢字シート」

1. 学習漢字の仁jlで、覚えにくかった「字形」について話し合いましょう。どのように覚えれば、

記憶に残るかについて話し合ってみましょう。

例)独り(ひとり); d (けもの、 beast)十虫(むし、 worm)

→「けものJ の「むし」は「ひとり j でさびしい。

2. 学習漢字の「音読みJ について話し合ってみましょう。とくに、字形などから推測できた場合、

推測と異なった場合などに焦点を当てて話し合いましょう。

伊J)欧(オウ); I玄分(くぶん)の匿(ク)から「クJ だと推測したのに、

実際の音読みは「オウ」であった。 i玄(ク)が漢字の左側(へん)にあるからだと思う。

第一課懇芝興宝費支のための「学習漢字シートJ

1 .母国語の漢字苦と比較しながら、学習漢字の「音読みj について話し合ってみましょう。とく

に、予測や推測と異なった場合、患の人が間違いやすい場合に焦点を当てて話し合いましょう。

例)題 (ti→タイ;x) ;体 (ti→タイ)、明 (ti→タイ)

題 (ti→ダイ;

2. 母国語の漢字語棄と比較しながら、学習漢字の「語嚢j について話し合ってみましょう。とく

に、母i童話の漢字詰震との違いに焦点を当てて話し合いましょう。

例)日本語(題名、題目);中国語(題呂)

まずは、漢字の字形・読み・語嚢についてのストラテジーについて考えさせることを目

的とした「学習漢字シート(資料 1) Jを使い、ペアやグループでの話し合い、クラスで

の発表などを行った。最初は慣れない課題に戸惑っていた受講者であっても、クラスメイ

トとのアイディアの共有を通じて、次第に似通った字の比較、母語の読みや語棄との比較

などに気を配るようになる様子がみられた。次に、従来から用いられてきた「学習漢字チェッ

クJのプリントを使い、「字から語集ヘj の学習を意識させた。

③要点

!日K600では予習に任せていたが、!日K600でも補講生は専門で忙しく、予習できないケー

スも多かった。 K500でも予習前提とはしていたが、クラス全体のレベルが下がっている

ことから、ぺア・ワークによる活動の形で授業中に要点を扱うこととした。要点の説明が

解説になるような問題「要点シート(資料 2)J作り、ペアまたはグループで、諜ごとの

テーマについて意見を交換したあと、テキストを見て答えを確認し、質問があれば教師が

補足説明を行った。
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{資料 2] r要点、シートJの一例

Intermeruate Kanji Boo主vol.lLesson 2 要点画

①否定的措題辞 f不j または f祭j を使って反対の営業をつくりなさい。

(2) 練習セクション

④宿題

親 切 特 (

iif続伸〈

便 利 件 〈

安定特{

参 加 特 {

不鏡切

不便

不参加

有力仲(

有効特 無効

有能特

有料特( 無料

宿題は、!日K600と向様に『外国人学習者のための漢字中級語集用法問題集りを配布し

た。これは、該当課の新出の学習語集を使って語嚢を増やす問題、既習語棄を使って単文

作成をする問題などが中心となっている。宿題の提出は原則として、導入セクションが終

わった翌週とした。また、授業時間に余裕があれば、ぺアで正答チェックを行った。

⑤基本・応用練習

杉浦 (2010)にも述べられていたように、できるだけ漢字圏と非漢字圏でぺアを組ませ、

互いに答えを確認したあとで発表させる形式で行った。既習語棄との比較、語棄の拡充に

重点をおきながら進めた。課がすすみ、慣れてくるに従って、次第に質問が増えてきた。

(3) まとめセクション

⑤クイズ

学習者の力を測るというよりは、地道な復習と学習を促す活動として位置づけ、既存の

ものを活用し、 FBはできる限り当自その場で行った。クイズの平均点は最終成績の評価

要素に含まれる。

⑦宿題フィードパック

i日K600では、宿題のFBに時間を割くことができなかったが、 K500では宿題のFBをしっ

かりと行った。特に、語棄問題は質問を受ける形式で、作文を中心に取り上げ、文中にお

ける語棄の意味や用法、運用力を確認した。

③読み練習

杉浦 (2010)で紹介されている「ぺア読みJ だけではなく、プラス αとなる活動を取り

入れた。具体的には、清濁・長短などの漢字語集の発音を意識させるワープロ入力練習や

穴埋め式ディクテーション活動である。春学期には fペア読み」の文章を用いたが、秋学

期にはその課の学習漢字の語嚢について学習者がインターネットから検索してきた文章や、

-289-



筑波大学留学生センタ- El本語教育論集 第30号 (2015)

宿題の作文を用いたディクテーションを行った。毎回漢字圏 l名と非漢字圏 l名の担当を

決め、ペア読みの文章や宿題の作文を読んでもらい、他の学習者はそれを毘きながらワー

プロ入力したり、穴埋め式ディクテーションをしたり、読んだ側と開いた側とが長短・清

濁について議論した。

⑤振り返り

これは、漢字の自律学習のスタート段階にあたり、自分自身の漢字学習について意識さ

せることを目的として取り入れたものである。

学期 I~号始時に行う K500のレベルチェックテストは、 IKBvo1. 1 冒頭の「漢字力診断テスト J

である。テキストでは、テストを自己採点後、漢字の意味・語構成・字形など12の項目に

ついてのグラフを作成し、自分の漢字力を分析できるようになっている。

IEIK600では、この「漢字力診断Jの詳細については軽く触れる時間しかなかったが、

K500では「振り返りシートj を準備し、レベルチェックテストの後に30分程度の時間をとっ

て、漢字力についての自分の弱点とその改善のための具体的な方法について考えさせた

(資料 3)。

{資料 3] 診断テスト後の振り返りの内容

あなたの漢字力診断テストのグラブはどんな形でしょうか。グラフを見ながら考えてみましょう。

1 .点の高い項目を、高い)1慎に 2つ書きだして見ましょう。(ただし、 8点以上で、あること)

2. 点の低い項目を、低い)1債に 2つ書きだして見ましょう。(ただし、 4点以下であること)

3. あなたの弱点は何だと思いますか。

4. あなたの弱点を克服するために、これからどうしようと思いますか。異体的な方法を話し

合ってみましょう。

「振り返りシートJ は、このテスト後に考えた自分の漢字学習に隠する課題と克服方法

について、 1課ごとにその成果と理由、およびそれに基づく今後の計画について記録する

ものである。 1課ごとに振り返る内容は、弱点に関する課題のほか、読みの予測と練習、

発畜などについての授業における活動および授業外自習の成果も含む。

これらは、 l課が終わるごとに記入、時間があればぺアまたはクラスでの意見交換を行

い、必ず教師に提出してフィードパックをうけることとした。

4. 2 春学期の反省

2013年度春学期末には、授業評価アンケートが実施された。これは、受講者の意見を開

きながらコースカリキュラムの改善を行うために、筑波大学留学習者センターの日本語コー

スで行っているものである(加納 2014)0 2013年度K500のアンケート回収率は67%であっ

た。ここでは、本稿における課題に関する回答のみを抜粋してまとめる。
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まず、クラスの授業内容に関する回答であるが、侵業内容・方法・成績評価に関する 6

つの実問項目のうち、

A4.先生の教え方はよかったですか。

A6.あなたの日本語をよくするために、授業は役に立ちましたか。

の2つに関して、他のレベルの漢字クラスに比べ、 K500の評価はやや低かった。 K500の回

答では、 fA4.先生の教え方はよかったですか」について「とてもよかったj が約50%にと

どまった。また、 fA6.授業は役に立ちましたか」については、「とても役に立ったJが30

%弱にとどまっている一方、「あまり役に立たなかったJ という回答も約10%あった。

次に、クラスのレベルや教材、満足度に関する 3つの質問項目の中で、

B2.教科書や教材は、学びたいことが学べましたか。

についてもまた、例年のように漢字の 8つのレベルの中でK500が最も評価が低く、「とて

もそうであるJ fだいたいそうである」を合わせて60%程度にとどまった。

これらのアンケートの結果は、秋学期間始後に公表されたものである。しかし、春学期

中に筆者らが感じた手ごたえは、このアンケート結果と矛盾しない。初級から中級へ切り

替わるK500についての評価が低いのは、例年見られる傾向ではある(加納 2014)が、今年

度の春学期にもその傾向は改善されなかったということを示す。例年と大きく異なった受

講者の特徴を教師側が素早く把握し対応することができなかったのも原因の一つであろう。

また、クラス外での自律学習を促すために漢字学習のメタ認知ストラテジーの活動を積極

的に取り入れたが、認知ストラテジーの活動を重視する学習者にその活動の意義を十分に

伝えることができなったこともある。筆者らがコース終了時にまとめた反省は、以 Fの通

りであった。

①新しいテキストと授業の方法に慣れるまでに予想よりも時間がかかった。

②学習漢字シート、振り返りシートは、教師にとっても新しい試みだったが、学習者も

要領を理解するまでに時間がかかった。学習漢字シートについては、徐々に慣れてき

たが、振り返りシートは待問を多く割いたにも関わらず、 FBまでの十分な手当てま

ではできず、理解を得られないまま終わってしまったようである。

5. 2013年度秋学期のK500クラスの報告

5. 1 秋学期の授業内容

前節の反省から、秋学期の授業内容については、スケジュールおよび活動に以下の変更

を加えた。

(1) スケジュール上の変更

①レベルチェックテストを授業時間外にする

より多くの授業時間を確保するために、学期開始時のレベルチェックテストを、紙べー
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スの漢字力診断テストからウェブ上のTTBJ(筑波日本語テスト集)に変更した。学習者に

はURLを伝え、自宅で受験して結果を 2j呂田の授業に持参することとした。そうすること

で、 1・2週遅れてきた学生へのケアに授業時間を削ることがなくなるだけではなく、 l 

JlNIヨの空きi時間をテキスト l諜の「復習」と「要点」の漢字グルーピングにあてることが

できるため、新しいテキストへの'慣れが早まると期待できる。

② 1課あたりの授業時間に傾斜をつける

1課には、学習漢字シートー振り返りシートなどの副教材の説明と理解に必要な時間を

考慮し、初回を含む 4自の授業時間を充てた。 2課に 3呂、 3諜以降は 2@ずっと、学習

者が慣れるに従ってペースを上げるようにスケジュールを組み直した。最後の復習課は、

授業では要点のみを扱うこととした。

(2) 活動上の変更

③学習漢字

春学兵8の授業において、学習漢字シートについては、とくに非漢字圏学習者のなかには

何をどうすればよいのかわからない様子もみられた。それを踏まえ、秋学期にはほI~首・

部品リスト(資料 4)J を作成・配布し、字形学習のヒントにするように指導した。その影

響か、秋学期には非漢字盤からも独自の良いアイディアが出てきた(資料 5)。

{資料 4] i部首・部品リストJの一例

n っくり〈

i かたな{ 刃)IJW世世

2. りっとう( '/)開制

3. ちから{ 力〉開問玄

<1. (かたかなヒ) ( t) 

25 ン aウ{官}

26 レイ{ 宇}

27. てら{守}油田ple

2;8みる{ 見}明

{資料 5] 漢字学習シートの回答例(非漢字圏学習者)

-Hf九(九万、¥叫にも)__:;， ~， ¥択の折、金"，，"O>"U

d
)寸 j又{のみ人 4 句いい

』ももも全対\-h..\"~ ....L 名安法す~曽有 47 句、宗反れも。

e 吉弘(台ケ) ~ 守(今へん、し仏J)十点(かちん)...1メア〉

→今 1/r主 tt"も τ ~L (;手合広大宅もご工。
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④振り返りシート

春学期では各課の最後に振り返りシートの記入と確認を行ったが、先に述べたように、

時間が十分に確保しきれず、未消化のまま終わってしまった。そこで、秋学期は諜ごとの

振り返りは省略し、レベルチェックテストの後に弱点についての考察と学習計画を立て、

コース終了時にそれについて振り返るという 2屈のみの実施とした。

コース終了時の振り返りシートの例{資料 6] 

に Ii L. ! I 九万守1c_~々υ し、告訴手I t乙ij!i読みプ7(よ!)すX杉れろ弓方支

震え弓吋¥す包;をす.;トの科習のよらcこ九雨、弘、信L1'-)ち l) ~在す壬

につい 1 よく老元三て怠 boCのt~ 葬のかi門リ JEすの 4Ml「つ I ) Z.の手らえ

九γヰtJt?イピ li~ の 1f\:十川、毛、Q れよみ(~

~í 守小後1 ち昼、九行七 けい¥l(尽つゐ

5. 2 秋学期の反省

秋学期末には、留学生センター全体での授業評価アンケートは実施されないため、 K500

コース独自の授業評価アンケートを実施した。アンケートは 5段階評価式と自由記述式の

二部からなるものを作成した。 K500-1、K500-2の受講者22名のうち、途中脱落者 4名を

除く 18名からの回答を得た。

5段階評価式回答 (5:とてもそうである、 1:全然そうでない))
 

1
1よ(
 

秋学期の終了時アンケートの質問 (5段階評価式)

1
l
a

円

/

]

円

べ
U

λ

斗ム

p
h
u

{資料 7] 

今学期を通して、あなたの弱点を知り、それを克服する練習ができましたか。

今学兵!jを通して、あなたの弱点が改善できたと思いますか。

今学期を通して、日本語の読みの予測・推測の練習ができたと思いますか。

今学期を通して、間き取りやすく発音する練習ができたと思いますか。

次の授業活動は、あなたが「今後J、「漢字クラス以外でもJ漢字・漢字詰嚢を学んでいく

ために役に立つと思いますか。

①学習漢字シート(漢字圏・非漢字国)

②読み練習(ペア読み十ワープロ入力練習/穴埋め式ディクテーション)

③振り返りシート(各課を終えて)

④作文宿題
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次の図 2に示したように、 11.あなたの弱点を知り、克服する練留ができたかJ の回

答の平均は4.1、12. 弱点が改善できたかj の回答の平均は4.0であり、どちらについても

「とてもそう思うJ1そう思うJがあわせて80%をこえた。「漢字学習の弱点、を知りそれを克

服する方法を工夫するJ というコース目標に関しては、クラス全体がある程度の達成!惑を

得ることができたといえるだろう。 13. 読みの予測・推測の練習ができたかJの平均は4.0、

14. 1琵き取り易く発音する練習ができたか」の平均は3.9であったが、こちらは「まあま

あそう思う」という回答も 3割近く見られたことに注意が必要である。

防

局

「

!

皆

E
E
i
i
L翼
g
a
l
i
-
-梅
島
量

i
i
i脳

nu 

た

た

た

た

き

き

き

き

で

で

で

で

が

善

が

が

習

改

習

習

練

が

練

繰

る

点

の

の

プ

弱

み

音

問

2

読

発

を

3

4

点
戸
h
u
q

3
h
q
 

20% 40% 60% 80% 100% 

i と::::::::::::::::::::::::::::J

5①漢字シートは今後の役に立つ

5②吋習叫の役中i
5③振り返りシートは今後の役に立つ

ごごとと沿
己三主主己与己三え4

5④作文宿題は今後の役に立つ

図 2 秋学期のアンケート結果

1，き律学沼の支援」を目的とした授業内活動についての評価をはかるため、より詳細に

質問項目を設定した 15. 次の授業活動は、あなたが今後漢字を学んでいくために役に

っと忠うか」についての回答は、平均が高いJII真に、④作文宿題(平均4.4)、①学習漢字シー

ト(平均4.3)、②読み練習(平均4.2)、③振り返りシート(平均3.7)であった。評価の低かっ

た振り返りシートについては、「弱点の確認ができるJr予習の材料になるj 等のコメント

の一方で、 rl~j 的がわからないJ r自分の書いたことを忘れてしまう j 等のコメントも見ら

れた。春学兵!jに引き続き、活動の目的の理解にばらつきがあったこと、また教師が効果的

なFBを行いきれなかったことが考えられる。
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(2) 自由記述式回答

〔資料 9] 秋学期の終了時アンケートの質問(自由記述式)

5 .次の授業活動は、あなたが「今後」、「漢字クラス以外でも」漢字・漢字詰棄を学んでいく

ために役に立つと思いますか。

(①~④の各項目につき、「どうして ?J という理由記述欄を設けた。)

6. K500の授業や授業活動についてコメント・指摘・評価・提案などがあれば、自由に書いて

ください

(2 -1) 授業活動に関するコメント

①学習漢字シート(平均4.3)

非漢字留学習者からは、「この方法ははじめてなので、時々役に立ったJr色々な漢字が

もっと覚えやすくなったj というコメントがあった。一部の学習者については、自律学習

のためのストラテジーの紹介として、有意義だったといえる。漢字圏学習者からは、「違

う発音と意味を比べたあとで、単語の意味は普段から注意したJr中国語と日本語の間違

いやすいところを区別できる」というコメントがあった。中級以降、漢語が増加するなか

で、必要な気付きであろう。

②読み練習(平均4.2)

ぺア読みは、補講漢字クラスの伝統的な活動であり、学習者にも人気が高い。「自分が

正しいと思った発音がほかの人にはそうじゃないことをわかったJr実際に漢字を使うか

らJr友達と一緒に読み方をチェックすることができるのでたのししリなどのコメントの

他、ワープロ入力練習については「入力すると発音がきれいにできるJr入力しても単語

が出ないから、発音を正しく覚えたつもりでも、実はそうじゃなかったとよく分かったj

との評価もみられた。

③振り返りシート(平均3.7)

「自分の練習のために必要なことだったJr先生にチェックしてもらえるし、自分の不足

もわかるのでいい」等の一方で、「そんなに役に立たなかったJ というコメントもみられ

た。

④作文宿題(平均4.4)

「言葉の正しい使い方を覚えやすかったJr書き方の練習もできたJr使い方を確かめる

ためにいいJr自分の間違いを見て理解ができるj 等、大変ではあるが役に立つと認識し

ていることがわかる。宿題は、導入セクションの終了後、練習セクションの予習的活動と

して取り入れているが、「授業後(各課が終わってから)の提出にすれば間違いはもっと少

なくてすむj というコメントもあり、予習としては負担がやや重いこともうかがえる。
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(2 -2) K500全体についてのコメント

①クラス自標に関するコメント

「漢字詰嚢や発音や文脈の中で漢字の使われ方に隠する色々な練習ができたJrとくに中

思の漢字と意味が違う漢字、向じ言葉でも意味が全然違う、その区別をよく覚えて間違え

ないように使うJr自分に足りないことがだんだんよくなった。とてもやりがし1があると

思うJr小論文を書く時、文章の言葉は昔よりもっと豊富になったJr新しい漢字を勉強す

るストラテジーを学んだj 等、語葉の拡充および自律学習支援というクラスのねらいを理

解し、一定の成果を得たコメントがみられた。また、「習った漢字を入れて日常生活で話

す、書くことが重要だと思うJという、白律学習を行おうとする姿勢がみられるものもあっ

た。「学習と宿題がたくさんあるので、たくさん書けてよく見たので覚えてきたJ という

コメントからは、授業内で漢字を「使う」ことによる成果がみられるが、やはりいかに授

業外で「使う」ようにしていけるかが大切だと考えられる。

②スケジュールに関するコメント

「後半のスピードが早く感じるJr授業はいいがスピードがちょっと早しリというコメン

トがみられた。 2学期制の導入にあたり、 15週という時間をかけても、やはり一部の学習

者には重く感じられる内容なのであろう。もしくは、移行のために前半のスケジュールに

余硲をもたせた分、相対的に後半が早く感じたとも考えられる。

③クラスへの要望

「勉強を始めるとき各課のテーマを説明してほしいJr訓読み、自常生活に使われる漢字

の動詞形を学ぶコースなどがあったらいいJr漢字が使われている例文が少なく、覚えにく

いj という具体的な要望がみられた。テーマの説明については、すぐに対応が可能である

が、漢字の動認形、例文などは、テキストに頼らず、教室外でどのように自ら学んでいけ

ばよいかという視点で、今後の指導の課題といえるだろう。

6. まとめと今後の課題

2013年度K500の呂標であった「初級から中級への移行」および「自律的漢字詰嚢学習の

開始」については、スケジュールの調整や授業内活動の工夫により、一定の成果が得られ

た。しかし、春学期の授業評価アンケートにみられるように、漢字中級学習の開始にあた

る課題はまだまだ克服されたとはいえず、今後もクラス運営の改善に関する試みの継続が

必要である。

今年度の新たに試みた活動の中で、「学習漢字シートJr読み練習(入力練習、穴埋めディ

クテーション)Jは、春学期の反省を踏まえ改善を行った結果、秋学期のアンケートにお

いては、学習者からの好評を得ることができた。今後改善を継続していけば、従来から行

われている「作文宿題Jr読み練習(ぺア読み)J 並みの好評が得られる可能性もある。一
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方、授業スピードが早いというコメントを考慮すると、活動の回数やタイミング、 FBの

方法などを、今後も実施しながら精査していくことが必要であろう。また、クラス外での

学習を促すような活動の取り入れや活動の紹介を行う際には、学期開始後の学習者の様子

にあわせて柔軟に対応することも重要であろう。
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